
■環境教育を通じた人材育成の取り組み

・下水道は、都市の環境改善や水質の保全だけでなく、地球温暖化対策や良好な水環境の回復、資源・エネルギー循

環など環境に対して多様な役割。

・下水道は身近な存在であり、生活環境から地球環境までの幅広い環境問題にも関わっていることから、下水道が環境

教育に果たす役割は非常に大きい。

・国土交通省では、平成21年3月10日に下水道を素材とした環境教育を具体化するためのプログラムづくり等を検討す

る「下水道分野における環境教育の推進に関する懇談会」を立ち上げ、分かりやすい教材作りと具体化するためのプ

ログラムづくりを軸として検討を進めている。

１．下水道分野の環境教育推進のための懇談会の設置

・ 計画に沿って必ず実行される各教科・単元をメインターゲットにし、特定の単元において利用可能な教材とする。

・ 下水道については教員にもほとんど理解されていないことから、まずは教員に下水道を理解して頂く必要がある。

・ 最初のターゲットとして、意欲・経験のある教員を対象に指導案を作成してもらい、モデルプログラムとして実施し、

次の段階で一般に広げていくという2段階方式での普及を図ることが効果的である。

２．懇談会における議論内容と今後の方向性

・ 夏休み期間中に実施される教員研修の場を利用して、下水道分野の理解を深めて頂きながら、指導案を共同で作

成するワークショップを行うことが効果的である。

・ 下水処理施設等の現場見学を含めた体験型の研修を行うことが効果的である。

・ 行政が各教科・単元と下水道とのかかわりを示した上で、具体的な指導案の作成に当たっては教員が中心となって

作成してもらうのが効果的である。

・ 参加していただいた教員に、即授業に使えるような素材をＣＤなどとして提供するとよい。さらに、環境教育に対する

助成金のような仕組みがあるとよい。

○研修内容について

・ 学習指導案や実施事例・活動人材（技術者ＯＢ等の活用）等に関する情報プラットフォームの構築
・ これらに対する支援制度（基金等を想定）の確立

○目指すべきアウトプット
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○枠組みについて

３．環境教育モデルプログラムの実施
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